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令
和
５
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

農
業
大
学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会 

 

令
和
６
年
１
月
１８
～
１９
日
に
、
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
中
国
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
各
県
の
代
表
学
生
が
、
自
ら
考
え
、

自
ら
実
践
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
つ

い
て
、
そ
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。
徳
島
農
大
か
ら
は
、

６
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
奥
さ
ん
、
農

業
生
産
技
術
コ
ー
ス
の
本
津
さ
ん
、
全
国
発

表
が
決
定
し
て
い
る
研
究
科
の
赤
澤
さ
ん

の
３
名
が
発
表
し
、
審
査
の
結
果
、
上
位
３

名
（
徳
島
農
大
・
奥
さ
ん
、
山
口
農
大
・
岡

村
さ
ん
・
愛
媛
農
大
・
青
野
さ
ん
）
が
２
月

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
研
究
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
所

で
は
、「
果
物
王
国
お
か
や
ま
」
を
目
指
し
、

モ
モ
と
ブ
ド
ウ
に
加
え
、
イ
チ
ゴ
の
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
（
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
、
食
味
・
収
量
コ
ン
バ
イ

ン
、
可
変
施
肥
田
植
機
）
の
実
物
を
見
学
し
、 

機
械
の
大
き
さ
と
圃
場
の
広
さ
に
驚
く
と 

と
も
に
、
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
営
農 

支
援
シ
ス
テ
ム
）
と
連
動
し 

た
取
り
組
み
を
し
て
い
る 

と
聞
き
、
羨
ま
し
く
感
じ
ま 

し
た
。
１
年
次
生
の
参
加
者
は
、
今
回
の
経

験
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
大
い
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。 

                      

特
別
講
義「
風
の
時
代
を
読
む
～

自
分
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」 

 

１
月
29
日
、
株
式
会
社
「
い
ろ
ど
り
」
の

横
石
社
長
（
本
校
Ｏ
Ｂ
）
に
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
次
生
が
受
講
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業
化
へ
の
取
組
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
「
い
ろ
ど
り
」
の
軌
跡
を
と

お
し
て
様
々
な
お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
横

石
社
長
か
ら
は
、「
食
べ
方
、
機
能
性
、
欠
品

な
く
届
く
こ
と
、
美
味
し
さ
等
、
何
が
価
値

な
の
か
を
見
極
め
て
、
独
自
の
価
値
を
発
信

す
る
時
代
に
な
っ
た
。」、「
今
は
、
等
級
、
階

級
、
産
地
間
競
争
の
時
代
で
は
な
い
。」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

学
生
は
、
「
横
石
さ
ん
が
常
日
頃
か
ら
心

掛
け
て
い
る
と
い
う
自
ら
が
現
場
に
立
ち

現
状
を
把
握
す
る
『
現
場
』
の
意
識
は
と
て

も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
『
現
場
』 

           

を
意
識
し
な
が
ら
生
産
者
の
抱
え
る
様
々

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。」
と
意
欲
的
で
す
。 

                          

 

 

農業大学校新聞 

卒業論文制作 

１月２６日の卒論提出締切を目前

に、最後の追い込みに入る２年次生。 

6次産業ビジネスコース　奥さん

農業生産技術コース　本津さん

研究科　赤澤さん

発表会出場者記念撮影

本校代表発表者と補助者の学生たち


